
第７次福島市生涯学習振興計画（令和３年度～令和７年度）の延長に伴う指標・目標値の変更

基本方針Ⅰ　多様な学びによる人づくりの推進

指標名
令和元年度
（現状値）

令和６年度
（実績値）

令和７年度
（目標値）

令和８年度
（目標値）

目標値の根拠

●本市主要文化施設（音楽堂、草心苑、写真美術館、福島テルサ、アオウゼ、古関裕而
記念館）の一人当たりの年間利用回数
（市内主要文化施設の市民一人当たりの利用回数により、市民が文化芸術活動に触れ、親しんでいる
状況をはかる指標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
重点施策 №11 施策名「5 豊かな文化芸術の振興と発信」
個別施策 №30 施策名「16　文化芸術の振興」

3.０回 ２．９４回 3.０６回 3.06回
豊かな文化芸術の振興と発信により、利用回数の増加
を目指します。

●福島市民家園、宮畑遺跡史跡公園の年間来園者数
（市内主要文化財施設の来園者数により、本市文化財の認知度、市民に親しまれている状況をはかる
指標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№31　施策名「16　文化芸術の振興」

　76,296人 91,217人 77,822人 78,127人
本市固有の文化財を活用した各種事業を積極的に展
開することにより、５年間で2％の来園者数の増加を
目指します。（6年間で2.4％）

●スポーツに触れる機会に恵まれていると感じる指数
（スポーツを「する」「みる」「ささえる」参画機会の充実により、スポーツ振興の状況をはかる指
標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№28　施策名「15　スポーツの振興」

23% 49% 50% 55%
スポーツの「機会」と「場」の提供と充実により、運動や
スポーツを行う機会に恵まれていると感じる市民の割
合55％を目指します。

●市民一人当たりの市有スポーツ施設利用回数
（スポーツ施設が持続的かつ安定的に市民に提供され、スポーツ参画機会が充実し、市民が自発的に
スポーツに参画している状況をはかる指標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№29　施策名「15　スポーツの振興」

７．６回 ８．５回 ９．２回 9.2回
スポーツの「機会」と「場」の提供と充実により、市民一
人あたりの利用回数の増加（東日本大震災前と同水
準）を目指します。

●オンラインによる学級・講座数
（「オンラインによる学級・講座数」から、超スマート社会（Society5.0）を見据えた多様な学びの
状況をはかる指標）
⇒「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）の引用

（令和2年度）
2件

１件 ８０件 １６件
令和６年度までの実績値の推移を踏まえ、市内16あ
る学習センターが、1学習センターあたり年間1件開講
することを目指します。

●多文化共生関連事業への総参加者数
（市民の共生活動への参加により、外国人受入れ・共生の意識向上をはかる指標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№27　施策名「14　多文化共生の推進」

3,377人 63,091人 ７０,000人 72,000人
関係機関・団体や外国人コミュニティなどとの連携強
化を図ることにより、令和8年度目標値は令和4年度
目標値の約1.3倍増を目指します。

●認知症サポーター養成講座修了者数
（認知症サポーターの養成を通じて、認知症に対する正しい知識と理解を持つ市民の広がりをはかる
指標）
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№25　施策名「12　高齢者福祉の充実」

32,448人 40,299人 43,000人 45,000人

65歳以上の人口割合や認知症患者数の増加を踏ま
え、地域や職域などで認知症サポーター養成を一層進
めることにより、45,000人までの増加を目指しま
す。

●市民１人当たりの学習センター利用回数
「学習センター利用者数を当該年度人口で除した値」から、学習センターの利用による生涯学習への
取組状況をはかる指標
⇒「第６次福島市総合計画」の成果指標の引用
個別施策　№26　施策名「13　生涯学習の振興」
　　　　　　　　　　　　かつ
「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）

４．０回 ３．２回 ４．５回 ４．５回 現状値を基に、さらに上回る４．５回を目指します。

●生涯学習指導者数
　学習活動を通じて得た成果を地域に還元したり、活動に結びつけたりしている市民が増加している
状況をはかる指標
⇒生涯学習課保有データ「指導者情報」

３９９人 ３７８人 ５００人 400人
過去の実績を踏まえ、新型コロナ感染症拡大前の令和
元年度実績値399人越えを目指します。

●市民１人当たりの図書等貸出冊数
「図書等資料の貸出冊数を当該年度人口で除した値」から、読書活動が充実している状況をはかる指
標
⇒「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）

3.3冊／人 ３．５２冊／人 3.4冊／人 3.4２冊／人
令和６年度までの実績値の推移等を踏まえ、当初目標
（令和７年度：３．４冊／人）を上回る3.42冊／人を目
指します。



基本方針Ⅱ　市民の共創による持続可能な地域づくりの推進

指標名
令和元年度
（現状値）

令和６年度
（実績値）

令和７年度
（目標値）

令和８年度
（目標値）

目標値の根拠

●学習センター登録団体数
　継続して学習を行うため結成した団体が、その活動によって地域づくりやつながりづくりに貢献し
ている状況をはかる指標
⇒生涯学習課保有データ「登録団体数」

1,406団体 1,521団体 1,500団体 1,545団体
現状値を基に、当初目標（令和７年度：1,500団体）を
上回る1,545団体の登録を目指します。

●今住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合
　全国学力・学習状況調査 による「今住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合」から、
児童生徒も一体となった地域づくりの取組状況をはかる指標
⇒「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）

小学６年 64.9%
（全国68.0%）

中学３年 42.4%
（全国50.6%）

ー
(全国学力・学習状
況調査の項目がな

くなったため)

小学６年70.0%
中学３年 50.0%

小学６年53.4%
中学３年37.4%

市の独自調査における令和６年度実績値からそれぞ
れ1.0％の増加を目指します。

●学校支援活動等に関わることで子どもたちのためになっていると十分感じている
　学校支援ボランティアの割合
　学校支援ボランティアに対するアンケート調査による「学校支援活動等に関わることで子どもたち
のためになっていると十分感じている学校支援ボランティアの割合」から、生涯学習のボランティア
活動が充実している状況をはかる指標
⇒「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）

42% 65% 60% 65%
令和6年度までの実績値の推移を踏まえ、当初目標
（令和7年度：60％）を上回る65％を目指します。

基本方針Ⅲ　学びを支える体制と環境の充実

指標名
令和元年度
（現状値）

令和６年度
（実績値）

令和７年度
（目標値）

令和８年度
（目標値）

目標値の根拠

●オンラインによる学級・講座数（再掲）
「オンラインによる学級・講座数」から、超スマート社会（Society5.0）を見据えた多様な学びの状
況をはかる指標
⇒「第３期教育振興基本計画」（教育事務点検評価シート）

（令和2年度）
2件

１件 80件 １６件
令和６年度までの実績値を踏まえ、市内16ある学習セ
ンターが、1学習センターあたり年間1件開講すること
を目指します。


